
(平成25年6月作成)

事務事業シート（実施計画事前基礎シート）
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（中事業名）※予算書事業名

人
工
数

②概算人件費 200,112千円

20.00人 20.00人 20.00人

2.00人 2.00人

①+②総事業費

臨時職員等

職員

2,776,434千円

2.00人

(0千円) 179,962千円 205,082千円

2.00人

2,959,262千円(22,994千円) 2,665,704千円 3,074,993千円 2,996,948千円

2.00人

200,112千円 200,112千円

内
訳

(

千
円

)

国･県支出金

その他（　　　）

地方債

一般財源 (0)

21.00人

2,655,9482,359,094 2,737,295

20.00人

(22,994) 119,274 103,202

2,650,794 2,473,120

123,608 132,676 103,202

13,366

道事業の 営
老朽化施設・管の
更新・改良、送配
水幹線の耐震化
等
収益的支出
1,599,150千円
資本的支出
1,397,798千円

水道事業の運営
老朽化施設・管の
更新・改良、送配
水幹線の耐震化
等
収益的支出
1,638,452千円
資本的支出
1,137,982千円

水道事業の運営
老朽施設、管の更
新・改良、送配水
幹線の耐震化等
収益的支出
1,660,138千円
資本的支出
1,299,124千円

2,759,150千円(22,994千円) 2,485,742千円 2,869,911千円 2,796,836千円 2,576,322千円

主な事業の
実績・計画

水道事業の運営
老朽化施設・管の更新・改良
等

＜H23繰越分＞
資本的支出22,994千円

＜H24現年分＞
収益的支出1,601,584千円

資本的支出1,064,120千円

＜H25年度への
繰越費207,600千円＞

水道事業の運営
老朽化施設・管の更新・改良
等

＜H25現年分＞
収益的支出1,671,006千円

資本的支出1,403,987千円

会計区分

水道事業会計

  名張市水道事業基本計画（水道ビジョン）に基づき、
安全で安定した水の供給のため、老朽化施設・老朽管
の更新・改良を進めるとともに、耐震性の向上を図りま
す。また、業務委託を推進するとともに、上水道・下水
道部門の連携を強化するなど、経営の効率化・合理化
を進めます。

H.26年度（事業計画） H.27年度（事業計画）

重点施策コード

H.24年度（事業量・取組実績） H.25年度（事業量・取組計画）
３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

総
合
計
画

政 策 人が行き交い活力あふれる、安全で快適な暮らし

基本政策 快適な生活環境づくり

施 策 上水道

小 施 策

担当室名 室長名

(H.25)No.

水道事業会計

7012

上下水道部 経営総務室 石橋勝

事務事業名

担当部局名

7012 (H.24)No.

事業コード

H.25年度(作成時予算額)H.24年度（決算見込）

今後の事業経営については、料金収入の増収が見込めないことか
ら、厳しい経営環境が続くことが予想されるなか、引き続き経費節減
の経営努力に努めます。

考察（H.24年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）

7,374 9,008

①直接事業費

（小事業名）

H.28年度（計画予算）H.27年度（計画予算）H.26年度（計画予算）

事業目的（めざす効果）

  持続可能な水道事業経営及び安心安全な水道サー
ビスの提供

事業内容

H.28年度（事業計画）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

該当しない

名張市水道事業基本計画（水道ビジョン）
近年の節水意識等の高まりなどにより、料金収入の増収が見込めないことから、経費節減に
よる経営努力を引き続き進めるとともに、安心安全な水の供給に努めます。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（改善）

総収益を費用で除した総収支比率は、、平成24年度(93.01%)は平成23
年度(96.09%)に比べ、3.08ポイント低下した。これは、給水人口の減少
などにより水需要が減少していることにより、収益のほとんどを占める
水道料金が減少したことによる。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

老朽管の改良に順次努め,、耐震性の向上など災害に強い水道施設
整備に努めました。経費節減などによる効率的な経営に努めました。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ａ（２つ以上の施策指標達成に貢献又は基本方針達成に特に貢献）


